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【略 歴】 

１９７９年 ４月 外務省入省 

北米局、経済局、外務大臣秘書官事務取扱、フィリピン（’８２～８４），       

連合王国（’９０～９３），インド（’９４～９６）の各大使館勤務を歴任 

１９９６年 ７月  経済局サービス貿易室長 

１９９８年 ２月 北米局北米第二課長 

２０００年 ４月  北米局北米第一課長 

２００１年１１月 国際連合日本政府代表部政務公使（ニューヨーク） 

２００７年 ８月 北米局審議官 

２００９年 ７月 総合外交政策局審議官（国連担当大使） 

２０１０年 ８月 内閣府国際平和協力本部事務局長 

２０１２年１０月 駐イラン特命全権大使 

２０１５年１０月 国際貿易・経済担当大使（日 EU EPA交渉担当） 

２０１６年 ３月  政府代表（自由貿易・経済連携協定交渉担当） 

２０１７年 ９月  駐フィリピン特命全権大使 

 

【学歴】 

１９７９年 ３月 東京大学法学部卒業 

 

特集 
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羽田大使は、２０１７年１０月にフィリピンに着任されて以降、

日本とフィリピンの友好親善の推進のため、経済協力や文化交

流等をはじめとした各分野で、両国間の関係強化のために活

動されています。 

この度、まぶはい編集委員が在フィリピン日本国大使館を訪

問し、羽田大使にインタビューさせていただきました。着任され

てからの約一年を振り返ってみてのお話しや、今現在考えてい

らっしゃること、今後の展望についてお伺いしてみました。 
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編集委員：ご着任から約一年になりますが、ご公務を振り返っ

ていかがでしょうか？  

本当に色々忙しくさせてもらっていますが、それは日本とフィ

リピンの関係が良好であることの表れであり、嬉しく思っていま

す。ドゥテルテ大統領は常々フィリピンと日本の二国間関係は

黄金時代を迎えていると話されており、首脳レベルでも本当に

良い関係を築いています。このような時期に大使として戻ってき

て仕事をすることができ、非常に良かったと思っています。 

 

編集委員：８月慰霊祭に行かれたと思います。ご出席されてど

のように感じられましたか？ 

フィリピンは大変な激戦地で日本兵が 50万人以上、フィリピ

ンの方も 100万人以上が亡くなっています。その歴史を忘れず

に、年に一回日本の英霊に哀悼の誠を捧げるとともに、フィリピ

ンで亡くなった方々にきちんと我々の慰霊の想いを表すという

のは非常に重要なことだと思っています。毎年非常に多くの方

に参列していただき、また日本からもご遺族の方々に参列して

いただいております。 

 

編集委員：ピント・アート・ミュージアム（Pinto Art Museum）に奥

様と行かれたと思いますがいかがでしたか？ 

ピント美術館にはできるだけ早く行きたいと思っていました。

今年の６月に東京・代官山のギャラリーで、フィリピンの 50数名
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のアーティストの作品の展覧会、「PINTOKYO」が盛大に開かれ

ました。ちょうど会議のため日本に帰国していたので駆けつけ

て、館長のクワナンさんをはじめ色々なフィリピンのアーティスト

の方々にもお会いでき、非常に嬉しく思っています。これほどの

規模でフィリピンのアーティストが海外で展覧会を開くのは、ニ

ューヨークについで東京が二回目ということで、大変素晴らしい

行事となりました。そういうこともあり、是非同美術館にも早く来

てほしいとの館長の要望もあったため、このたび訪問いたしま

した。残念ながら雨の日でしたが非常に多くの良い作品を見る

ことができ、感銘を受けました。私は文化交流を重視しており、

もし同美術館と日本との間でコラボレーションができることがな

いか、館長ともよく相談しながらやっていきたいと思っていま

す。 

今度大使公邸に、ベンカブさんという著名なナショナルアーテ

ィスト（編集注：Benedicto Cabrera、日本でいう人間国宝の方）

をお招きすることとなっているので、色々な芸術談義をするのが

楽しみです。 

 

編集委員：今までの海外での生活で、印象深かった国はどちら

でしょうか？  

訪問したことのある国は随分多いですが、生活したことのあ

る国は今まで５か国です。我々の仕事では任地を好きになるこ

とが非常に重要なところ、幸い５か国いずれの国も好きになり

他では得られないような良い経験をすることができました。 

一番長かったのはアメリカで、外務省に入ってから留学研修
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で２年、またニューヨークの国連代表部に５年勤務しました。ア

メリカの国内はほとんどの州を回った他、政治、経済、安全保

障、その他のさまざまな分野でアメリカに関わる仕事が長かっ

たので強い印象をもっています。 

アメリカは国立公園のようなスケールの大きい自然がある一

方、ニューヨークのような大都会があり、多様性に富んだ地域を

旅行できたことは印象深いです。 

 

編集委員：大使として仕事の上で心がけていらっしゃることはあ

りますか？  

フィリピンと日本との関係は、先ほど申し上げたとおり黄金時

代を迎えており極めて良好であり、これを少しでもさらに前進さ

せたいと思っています。日本企業の活動支援や、在留邦人の

方々に安心して過ごしてもらえるような環境づくりを目指してい

ます。 最も取り組みたいことは、より多くの若者が日本からフィ

リピンへ、フィリピンから日本へ行き交うことを推進することです。

過去５年間でフィリピンから日本を訪れる方の人数は約５倍に

なっています。交流を更に活発にするため、例えばフィリピンの

有名な俳優さんを主人公にした映画やドラマなどは効果的だと

思います。 

 例えば、最近当地でヒットしたフィリピン映画「Kita Kita」は北

海道を舞台にした映画ですが、雪のシーンなどを見てロケ地を

訪れるフィリピン人が増えているようです。 

 今年もジャパン・フィルム・フェスティバル（通称 EIGASAI）が開

催され、映画「ちはやふる」をこちらで初めて観る機会がありま
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したが、フィリピン人の反応の良さに驚かされました。同映画を

制作した小泉監督にお会いした際に、是非フィリピンを舞台にし

た映画を制作してほしいとお願いしました。映画が公開されれ

ば、日本からフィリピンへ若い人がロケ地を訪れるチャンスが増

えることが期待されます。小泉監督は「わかりました！」と言っ

てくださり、直後に家族旅行でセブを訪問されたようです。この

ような草の根レベルでの交流を強化するための仕掛けや、プロ

モーションができればと考えています。 

 日本とフィリピンのジャズ交流のお話がありましたが、ジャズ

ピアニストの国府弘子さんは今年３月に国際交流基金のイベン

トで来られてからフィリピンを大変気に入られて、夏休みに当地

を再訪問されました。その際公邸でジャズコンサートを行っても

らいましたが、地元の著名人の飛び入りもあり大好評でした。こ

のように少しずつでも文化交流を推進できれば幸いです。 

 

編集委員：新聞やテレビのニュースなどで、直接的なご発言が

話題になっているドゥテルテ大統領ですが、謙虚なお人柄とい

った声も聞かれます。実際にお会いになられたドゥテルテ大統

領のご印象はいかがでしょうか？  

非常に親日的で気さくな方です。日本とゆかりのあるダバオ

の市長を20年以上務められましたが、日本はミンダナオでの経

済協力を集中的に支援してきており、ミンダナオの発展に非常

に貢献していることを良くご存じですので、日本からのお客様が

来られると、最初に謝意表明から始められます。そういう意味で

は、私たちは大変仕事がしやすいと思っています。 

先週もお会いしたのですが、海上自衛隊のヘリコプターを搭
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載した護衛艦がスービックに寄港した際、大統領にもお越しい

ただきました。その時も非常に気さくで飾り気もなく、服装もジャ

ンパーを羽織ってこられ、親しみを感じさせるものでした。他方、

政治家としての信条・考え方に関しては芯はしっかりとしたもの

をお持ちであり、そのことはお話しをすればわかります。 

また、フィリピン人にとても人気があり、人を惹きつける魅力

を持っている方だと思います。私がそのことを一番感じたのは、

昨年の秋に大統領が日本を訪問されたときです。ちょうど台風

が東京を直撃していたので、大統領の専用機の時間を遅らせ

てもらい、羽田空港に到着したのが朝３時で、宿舎の帝国ホテ

ルに着いたのは朝４時でしたが、ホテルの正面にある日比谷公

園に大変多くのフィリピン人が旗を持って大歓迎していたのに

は驚きました。 

就任から２年たった今でも８割近い支持率があり、本当に人

気のある大統領であると思います。 

 

編集委員：一時帰国された時、真っ先になさりたい事はござい

ますか？  

皆さま方と同じです。マニラ首都圏には、日本食店は恐らく

500 軒程ありますが、日本で昔から食べ慣れた物、馴染みのお

店の物は食べたいと思います。また温泉もなつかしいです。 

読書も好きなのですが、マニラには日本人向けの書店がな

いので、日本に帰った際には書店で本をながめることも多いで

す。今は電子書籍などでも読めますが、電子書籍になっていな

い作家の方も少なくないので、書店にいくことはしばしばです。 
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編集委員：海外生活のアドバイスをお聞かせください。  

まずは安全と健康が一番重要だと思います。この観点から

大使館でも、ホームページやたびレジで情報を発信させていた

だいております。フィリピンは基本的には安全な場所ですが、情

報を活用して安心して生活していただきたいと思っています。 

健康面では息抜きが重要だと思います。まずは自分の住ん

でいる場所を良く認識し、自分の住んでいる場所を好きになる

ことが大切だと思います。 

今の日本はなんでも揃っていて便利に生活出来ますが、外

国に行った時に日本と同じものを求めても手に入らないことも

多く、これも「ない」というよりは、その国の良いところに着眼して、

これも「ある」と考えたほうが外国での生活が楽しくなると思いま

す。 

フィリピンでは日本のテレビ番組も見られますし、日本のもの

も多く手に入りますので、日本とあまり変わらない生活か、むし

ろ場合によってはそれ以上の生活も送れるかと思います。世界

には必ずしもそういう国ばかりではありませんから、勤務先では

その国ならではのものを見つけてポジティブシンキングで生活

していくことが大事なのではないかと思います。 

また、外国に住んでいると日本で生活する以上に家族の絆

が強くなってくることもあり、家族を大切にすることが非常に重

要だと思います。 

 

編集委員：日本に持ち帰りたいフィリピンのお気に入りの事、物

はございますか？ 
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良いおみやげは色々あると思いますが、物ではないのです

が、フィリピンの方が家族の絆を大切にしていることは素晴らし

いと思っています。一般の家庭から富裕層まで、週末定期的に

おじいさんおばあさんの家に親族で集まって食事をしたり、年に

数回、親族や友人などと団体旅行をしたりする話を良く聞きま

す。昔の日本でも見られたかもしれませんが、最近では核家族

化が進み、皆散り散りになってなかなか集まれなくなっているこ

とは残念です。フィリピン人の家族の絆を羨ましく思うことがあり

ます。 

 

編集委員：最後に、日本人会の会員の皆様にメッセージをお願

いします。 

 極めて良好な日比関係ではありますが、在留邦人の皆様方、

諸先輩、あるいは当地の日系人の方々の普段からの様々な活

動が全体としてあいまって今の関係があるのだと思います。引

き続き皆さま方と一緒に日本とフィリピンの良い関係をさらに発

展させていけたらと思っています。また、大使館としても皆さま

が安心して生活していけるよう必要な情報はできるだけホーム

ページやたびレジで提供していきたいと思っています。 

 

編集委員：本日はお忙しい中、ありがとうございました。 

 

 

 

 

終始なごやかな雰囲気でインタビューが終了！ 

分りやすくお優しい語り口でお話して下さる羽田大使に編集委員

一同、ファンになってしまいました。 
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【ご参考】 

 

「在留届の提出はおすみですか？」在フィリピン大使館 

http://www.ph.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000257.html 

「いつでもどこでも大使館(総領事館）」 在フィリピン大使館 

在留邦人向けメールマガジン配信サービス 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/mailmz/menu?emb=ph 

「たびレジに登録する」外務省 海外安全情報配信サービス 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/index.html 

http://www.ph.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000257.html
http://www.ph.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000257.html
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/index.html

